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創立から90年の長い歴史の中、
大正大学が歩んできた時代とは
どんなものだったのでしょうか。
ここでは時代の移り変わりと、
その中で大正大学が
どのように変わってきたのかを、
さまざまな時代のワンシーンと
現在の様子から紐解いてゆきます。
大正大学は、2016年で創立90周年を迎えました。
1926年、大乗仏教精神に基づく「智慧と慈悲の実践」
を建学の理念として創立。設立当初より現在まで、移
りゆく時代の中、有為な人材を輩出し続けてきました。
時代の先、これからの学生たちの未来を見据え、多様
な学びを提供できる場へと変化してきた大正大学。
これからも、これまでの歴史を礎とし、新たな時代へ
歩み続けます。
HISTORY & FUTURE
90th
歴 史 が つ む ぐ ミ ラ イ
“ T I M E  ×  T I M E ”
OH DA I   H I STOR I U M
時×時で見えてくる、歴史と未来
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ご意見・ご感想募集
「鴨台」では、皆さまからのご意見やご感想を募集しておりま
す。本誌に関するご意見やご感想、大正大学での思い出など、
今後の誌面作りの参考にさせていただきますので、ぜひお聞
かせください。
〒170-8470  東京都豊島区西巣鴨3-20-1
大正大学 企画調整課「鴨台」係
kouhou@mail.tais.ac.jp
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大正大学の前身である宗教大学の時代から続く巣鴨キャンパス。中央
に高さ15mにもおよぶバロック風の角型ドーム屋根の講堂を置き、
左右対称に教室を伸ばした全長60mの壮大な木造洋風建築でした。
創立90周年記念事業のひとつとして2009年よりキャンパス改革整備
を実施。2012年に建築された近代的な造形の3号館は2012年度グッ
ドデザイン賞を受賞しました。緑に囲まれた開放的な都心のキャンパス
は、地域との交流の場としても親しまれています。
1926年 大学校舎 2016年 大学校舎
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1930年、賑わいをみせる学生ホール。この年は日本各地で多くの百
貨店がオープンし、髙島屋「東洋一の大食堂」の開店やお子様ランチ
の登場など、産業の発展に伴い人々の暮らしの様子が大きく変わった
頃でした。食事は今も昔も憩いの時間です。
プリンスホテルが運営する学内レストラン「鴨おうだいじきどう台食堂」。ランチから
ディナーまで、シェフによる工夫を凝らした洋食メニューが楽しめま
す。ガラス張りの開放感あふれるレストランは、学生や教職員はもち
ろん一般利用も可能。いつも多くの人で賑わっています。
1930年 学生ホール 2016年 鴨台食堂
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1958年頃の巣鴨地蔵通り商店街。「とげぬき地蔵尊」「江戸六地蔵尊」
の2つのお地蔵様と巣鴨庚申塚があり、古くから心癒される信仰と商
業の街として栄えてきました。地域をあげて街を盛り上げる光景は昔
から変わりません。
現在は、年間800万人が訪れる「おばあちゃんの原宿」として有名に
なり、参拝客と買い物客で連日賑わいをみせています。近年はおしゃ
れなお店も増え、若者も増加。近くには「旧古河庭園」や「六義園」な
どの観光スポットも多く、歴史と伝統が語り継がれる街です。
1958年 巣鴨地蔵通り商店街 2016年 巣鴨地蔵通り商店街
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協力　巣鴨地蔵通り商店街振興組合
1926
旧大学令により設立
（文学部・予科・専門部）
1956
大学院博士課程
（仏教学・宗教学・国文学）
設置認可
1951
大学院修士課程
（仏教学・宗教学・国文学）
設置認可
1949
新学制による
大正大学設立認可
（仏教学部・文学部）
1957
綜合仏教研究所を開設
1963
カウンセリング
研究所を開設
1968
旧本館解体
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1947年に施行された学校教育法によって新制大学として設立
認可され、現在につながる大正大学の形に。
当時は、仏教学部と文学部の2学部体制でスタートしました。
創立から31年
複数宗派による仏教連合大学としての特色を活かし、仏教の総合的研
究を目指して綜合仏教研究所を開設。仏教を中心とした諸宗教・諸思想
を幅広く研究すると同時に、新進気鋭の仏教研究者を育成しています。
私は高校生の頃から演劇に興味があり、演劇部に所
属していました。大学に入ってからは劇団の研修生
としてレッスンに励み、演劇同好会で仲間とともに
活動するなど演劇三昧の毎日。次第にもっと本格的
に取り組みたいと考え、2年生になる前に退部、研
修生も卒業して、フリーで演劇活動を行うことを決
意しました。いつも仲間と活動していた私にとって、
一人での演劇活動は大きな決断。目標を決めるのも、
情報を集めるのも自分で行わなければなりません。
“自分から行動を起こさないと何もできないぞ”と常
に自分を奮い立たせています。同好会の仲間たちは、
私の活動をずっと応援してくれていて、今も皆大切
な友達です。その仲間たちと来年3月、大学生活で最
後の舞台を一緒に演じるのを楽しみにしています。
プロフィール　人文学科 日本語日本文
学コースの4年生。高校生の頃から演劇
部に入部し、大学では同好会や劇団に所
属。現在はフリーで活動中。
藤松 有希 さん
フリーで演劇活動を始めたことで
積極性と行動力が身に付きました
学科事務勤務のため初めて大正大学を訪れた際に感
じた「あたたかさ」が心地よかったことを今でも覚
えています。先生方が学生一人ひとりの状況をとて
も良く把握されていて、学生も勉強や進路の相談か
ら他愛のない話まで何でも気軽に話しており、大正
大学の魅力は学生と先生との距離が近いアットホー
ムさだと感じています。私も学生と接する際は、「職
員としての私」はこう思っても「学生」の立場ではど
う思うだろうと意識し、一人ひとりの意見やバック
グラウンドと向き合うようにしています。
学科事務の仕事で特に嬉しいのは、学生の成長を身
近に感じられることと、卒業生が遊びに来てくれる
ことです。これからも、大学生活を充実して過ごし
「卒業しても訪れたい」と思ってもらえる環境づくり
に努めたいと思います。
プロフィール　18歳で上京し、大学を
卒業。それまでの自身の経験をふまえ、
大正大学の人間環境学科 副手として環
境づくりに努める。
半澤 優美子 さん
卒業後に“また来たい”と思ってもらえる
魅力的な環境づくりを目指しています
創立から23年
23 
Years
31 
Years
OHDAI
GENERATIONS
人の歩みと、大学の歩み。人は、時代は、大学は、一体どのように変化してゆくのでしょ
うか。ここでは大正大学の設立当初を起点とした節目の年を紹介しながら、現在その年
齢の方がどんなことを考え、どんな未来を描いているのかをお伺いしました。
OHDAI HISTORY LINE
埼玉校地校舎
取得
1976 2001
大学院仏教学研究科、
人間学研究科を設置して
3研究科体制へ
1993
全学改組によって
新教育課程がスタ トー
1982
社会福祉学科
設置認可
1997
大学院文学研究科
比較文化専攻、社会福祉学専攻、
臨床心理学専攻を設置
2010
仏教学部・表現学部を
設置して4学部体制へ
2016
地域創生学部・心理社会学部を
設置して6学部体制へ
創立90周年
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他大学に先駆けて、社会福祉を専門とする学科を設置。
日本で最初にソーシャルワーカーの養成教育・研究に取り組む
など、時代の要請に合わせた学びの場を提供しています。
創立から71年
心理臨床の専門研究を行う研究組織として大学院に臨床心理学専攻を設置。現
在では、心理臨床に関する実務能力養成と臨床心理士の資格取得のための教育
をはじめ、既に心理臨床や近接領域で働く専門家の再教育を行っています。
1992年、オーバードクターで日本学術振興会特別
研究員をしていた時、文化庁文化部宗務課の専門職
員になりました。副住職だった寺院の仕事とも、大学
の勉強とも違う社会を体験したことは、私の中で一
つの転機になったように思います。5年間の間、宗教
法人法の改正に伴う作業などに携わり、その後、大
学に助手として戻りましたが、学問や研究から離れ
行政に関わる仕事をしたことで、視野が大きく広が
りました。今、社会にはさまざまな問題が存在しま
すが、日本仏教はそこに一つの回答を提示すること
を期待されるようになっていくかもしれません。
そんな時、教えを上から押しつけるのではなく“そっ
と差し出す”、仏教のソムリエのような人が一人でも
二人でも増えていくように、今後も何らかの役割を
果たせるように努めていきたいと思っています。
プロフィール　文学部人文学科教授。1992
年に文化庁文化部宗務課の専門職員として
行政に携わる。その後、人間学部教育人間学
科准教授などを経て現職。
村上 興匡 先生
社会で起こるさまざまな問題に、
そっと寄り添える「仏教のソムリエ」に
私が初めて大正大学を訪れたのは65歳、他大学の
通信教育を受けている時でした。文献を調べるため
に図書館を訪ね、親切に応対されアットホームな大
学との印象を持ちました。自身が60歳になったと
きに人生の最終コーナーを自覚し、残りの貴重な時
間は自分が最も価値があると思えることに費やした
いと考え、仏教を学ぶことを決意しました。他大学
の大学院の通信教育で仏教を学び始め、人生でもう
一度大学で学べることに感激したことを覚えていま
す。修士課程を修了するのに7年かかりましたが、
その後、2年間別の大学で更に学んだ後、69歳で大
正大学の博士後期課程に入学しました。私にとって
大正大学とはこの歳になっても仏教を学べる、私の
生活の最も重要な一部となっています。
プロフィール　1945年生まれ。2005年
に仏教を学び始め、2012年に修士課程
を修了。2014年から大正大学の博士後
期課程に入学。
松村 力 さん
いくつになっても学び、歩みを進めることはできる
気力・体力の続く限り、仏教を学び続けたい
創立から56年
56 
Years
71 
Years
OHDAI HISTORY LINE
OHDAI
GENERATIONS
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地域創生学科を選択したのは、地域実習で実際に現
地へ足を運び人々の暮らしを肌で感じられることに
魅力を感じたから。新しい学部のため、第1期生とし
て自分たちで学部をつくっていけることにもやりが
いを感じました。授業ではグループ活動が多く、協力
しながら課題達成を目指せます。コミュニケーショ
ン能力が養われる一方で、自分の意見を相手にうま
く伝える難しさも実感しました。大学には、目標を
しっかり持ち、かつ地元愛の強い学生が多く刺激を
受ける毎日です。先生やインストラクターとの距離
が近く、相談しやすい雰囲気で勉強しやすいですね。
大学生活はまだ始まったばかり。これからもしっか
りと学んで自分の可能性を広げていきたいです。
地域実習は発見と刺激がいっぱい。
新しい学部を自分たちでつくる楽しさを感じています
大正大学は巣鴨にキャンパスがあります。高齢化社会の
日本で地域創生を考えるなら、ご年配の方が多く住まわ
れている地域で活動できることが魅力でした。地域創生
学部では、社会で起こるさまざまな事象を学ぶため、自然
に興味の幅が広がり、これまであまり目にとめていなかっ
た新聞を隅々まで読むようになりました。また、学部には
「ラーニングコモンズ」という自習スペースがあるのが特
徴で、学習指導教員が学生の相談や勉強のアドバイスを
してくれるので助かっています。
今後は、コミュニケーション力と基礎的学力の向上はも
ちろん、リーダーシップ能力を身に付けていきたいと考
えています。地域にこれまでにないコミュニティを構築
していくことが目標です。
実践的な学びを経て、コミュニケーション力を向上。
地域に今までにないコミュニティを構築したい
THIS IS
“OHDAISM”
これぞ私の学部の、イイところ!
実際にキャンパスで学ぶ大正大学の学生に、
どのようなことを学んでいるのか、学びの
内容や、自分たちの学部のジマンしたい
ポイントをインタビューしてきました。
ここがジマン!
新聞記事を用いる授業が多
く、これまであまり目にと
めなかった経済の新聞記事
を読むようになりました。
ここがジマン!
ソファースペースやカウ
ンターゾーンなど、ディス
カッションできる充実した
環境が用意されています。
ここがジマン!
人間科学科の閲覧室は書籍
が豊富に揃っていて、よく
利用しています。
病院関係に勤めている家族が多く、自然と将来は病院で
働きたいと考えるようになりました。もともと心理学に
興味を持っていたこともあり、大学院が臨床心理士養成
の第1種指定校である大正大学への進学を決意しました。
周囲の学生は大学院への進学を希望している人が多く、
学習への取り組みがとても真面目です。私も影響を受け
ますね。授業で印象的なのはゼミ。専門的な内容で難しい
のですが、グループワークで相手の考えを聞くことで柔
軟な思考力が養われ、社会に出てからも役立つ学びがで
きていると感じています。
将来は臨床心理士の資格を取得し、病院で働きたいと思っ
ています。大学で学んだ心理学を活かし、患者さん一人ひ
とりに向き合う医療を行いたいと考えています。
患者さん一人ひとりに適した方法で
対応できる臨床心理士になることが目標です
ここがジマン!
心理学、臨床心理学を体
験的に広く学ぶことがで
きます。
人間の生活をさまざまな角度から考える。
幅広い視野で総合的に学べる環境です
高校生の頃に心理学に興味を持ち、さまざまな大学
を調べました。大正大学を選択したのは、「Lifeを
心理学・社会学・身体科学から複合的に解明する」と
いう、「人間の生活」に焦点を当てたテーマに惹かれ
たからです。授業では、ポスター発表が印象的でし
た。大学の教務部の方にメールでアポイントを取る
ことから始め、インタビューし、ポスターにまとめ
る。人の生活に一歩足を踏み入れる難しさと楽しさ
に刺激を受けました。今後は災害心理学について学
び、被災地のボランティアにも参加したいです。就
きたい職業は具体的に考えていませんが、人を助け
るような職業を目標にしています。
［地域創生学科］ ［地域創生学科］
［臨床心理学科］［人間科学科］
地域創生学科 1年　佐藤 佑季 さん 地域創生学科 1年　片島 秀斗 さん
臨床心理学科 1年　谷合 加奈子 さん人間科学科 1年　佐藤 朱理 さん
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連載企画
大正大学で共に
［ つ・な・が・る ］
仲間たちの姿を、語り尽くそう
「本当の腹底から出たものでなければ、
人を心から動かすことはできない」とはゲーテの言葉。
本音だからこそつながった仲間がここに居る。
Our Favorite Things
放送研究会
私たちをつないだモノ・コト
My Challenge　　コンテンツを利用したイベントが増え、需要
が高まっています。エンビズコースでは、イベントの企画や運営
に携わり、作品制作や運営の際に必要な工程が身に付きました。
放送研究会で知り合った廣瀬くんは真面目で優し
そうな青年ですが、「声」に対する情熱が強く、文
化祭で作成したボイスドラマへの取り組み方は人
一倍でした。普段は仲良しですが、いざというとき
は先輩である僕を立ててくれる頼もしい後輩です。
放送研究会
［先輩・後輩］で、つ・な・が・る 
サークル活動を通して切磋琢磨。
先輩・後輩でもお互いの良さを認め合っています！01
私たちが所属する大正大学放送研究会
は、学内の本格的なスタジオで、ラジオ
やボイスドラマの企画、脚本、制作を
行っています。
寺尾 和輝 さん
表現文化学科
エンターテインメントビジネスコース 3年
Kazuki Terao
My Challenge　　放送に興味があり、放送・映像表現コースに
進学。放送に関する知識の奥深さに驚きました。NHKの放送
コンテスト朗読部門で優勝することが目標です。
寺尾先輩はとても優しく、サークルの人気者です。
気さくで話しやすいけれど先輩として頼りになり、
男性としても魅力的だと思います。引退の時期が
近いですが、もっといろいろなことを学びたいで
す。そして引退後も仲良くしていきたいです。 
廣瀬 健悟 さん
表現文化学科
放送・映像表現コース 2年
Kengo Hirose
寺尾さんの放送研究会
の先輩、鳥海さんの
すてきな【ゼミ】
つ・な・が・り
Next Pageは？
今回は菊地さんから廣瀬さん
すてきな【サークル】
つ・な・が・りでスタート !
From Vol.100
Vol.102
Our Favorite ThingsOur Favorite Things
ダブルダッチサークル伏木ゼミナール
私たちをつないだモノ・コト私たちをつないだモノ・コト
My Challenge　　大学ではコミュニケーション能力が向上した
と感じています。今まで学んできたことを活かし、積極的な行動を心
掛け、相手の気持ちを考えられる英語教師を目指して頑張ります。
My Challenge　　歌や踊り、お芝居などの舞台芸術を学び
たいです。大学で文化を学ぶと「伝統文化」の側面が強いので
すが、カルスタでは現代の文化を学べるという点が魅力です。
My Challenge　　実家の寺を継ぎ、父親からの継承として恥ず
かしくないように、さらなる発展を目指していきます。仏教学科では
声明や宗派の知識が身に付き、確かな経験を積めることが魅力ですね。
My Challenge　　1年次から論文や発表の機会が多く、伝達
能力はかなり身に付きました。アットホームな環境の中、先生
方や同じ専攻の学生たちとの密な関係で学びを深められます。
河野くんはサークルの大切なムードメーカーです。
誰とでも分け隔てなく接し、後輩の面倒見もよくて、
雰囲気をパッと明るくしてくれます。我が強く一本
芯が入っているところも魅力ですね。お互いが負け
ず嫌いなので、練習ではいつも切磋琢磨する仲です。
積極的で明るく、コミュニケーションの取り方がとても
うまい河野さん。授業では真っ先に発言するなど真面目
ですが、オンとオフの切り替えがしっかりしていて、い
ろいろな面があるところが彼女の魅力です。カルスタの
リーダー的存在で良い刺激をいっぱい受けています。
出会いは初めてのサークル活動です。お互いにイベ
ントが大好きで、熱心に練習をしているうちに仲良
くなりました。判断力や解析力に長けていて、イベ
ント前の準備や確認では大活躍していますね。僕は
そういったことが苦手なので尊敬しています。
お互いに指定校推薦のメンバーで、授業を受けるうち
に少しずつ仲良くなっていきました。鳥海さんは自分を
しっかりと持っている人、グループワークでは周りの意
見を聞きながらも、自分の目線で発言していて、ブレず
に進めることができるので一緒にいて安心できます。
ダブルダッチサークル
［サークル］で、つ・な・が・る 
カルチュラルスタディーズコース
［ゼミナール］で、つ・な・が・る 
気の合う仲間であり、尊敬し合う存在
お互いを高めるライバルです
ゼミナールで知ったお互いの魅力
刺激を受け合い、成長する日々
03
02
1年生の春、サークルの練習体験のとき
に初めて出会いました。お互いできない
技や技術があったりすると黙々と練習
してしまうタイプです。
授業で同じ列の席に座って以来、少し
ずつ話すようになり、伏木香織先生の
ゼミナールで一層仲良くなりました。
河野さんの海外語学研修
の同期、永野さんの
素敵な【サークル】
つ・な・が・り
Next Pageは？
鳥海 葉瑠加 さん
人文学科  
カルチュラルスタディーズコース  4年
Haruka Toriumi
永野 雅子 さん
表現文化学科
英語表現・コミュニケーションコース  4年
Mako Nagano
河野 由然 さん
仏教学科
宗学コース 4年
Yuinen Kouno
河野 友里 さん
人文学科  
カルチュラルスタディーズコース  4年
Yuri Kawano
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theme>> NAME 1: 3: 5:2: 4: 6:
毎刊テーマに沿った写真を、Instagramで大正大学の学生に撮影してもらうこの企画。十人十色、バラエティーに富んだ「作品」を、お楽しみください。
お気に入りの場所 私の必需品 最近食べたおいしかったものはまっているモノ 鴨台といえばコレ！なもの
いつもありがとう！
感謝したい人
地元の公園です。最近見つけました。高台に
あるんですが、街の眺めがとても良いです。
大江戸温泉!!!!　自分の好きな浴衣を選び、今
とは違った時代を満喫できるスポット！カッ
プルや男性、女性のグループも多い。
私は路地裏のひっそりとした生活感が漂う雰
囲気が好きでとてもお気に入りです。
食堂に行けば誰か友達がいる！笑
みんなで集まってご飯を食べたりお話をした
りゲームをしたり
ベースです。高校の頃からずっとバンドを組
んで活動してきました。暇さえあれば弾いて
しまいます。笑
大宮のお風呂Café　ゆったりとした服を着
て、ゆったりとコーヒーを飲みながら、自分
の将来に向けて勉強できるいい場所です！
レトロなものを集めることにハマっていま
す！部屋中をレトロなもので埋めるのが夢
です♪
ダブルダッチサークル"鴇縄"で練習中…♪
1～4年生みんな仲良しですっごく楽しい！
腕時計です。高価なものではないですが日々
の生活には欠かせないものになっています。
私の必需品はぷーさんです!!!!
疲れた時とかすんごく癒されます(^^)
私の必需品は、カメラです！素敵な景色に出
会えた時、記憶しておけるように毎日持ち歩
いています！
スケジュール帳と小さいノートとメモとペン
と付箋と…バイトにサークルに何かと忙しい
毎日の必需品！
ピザですね。僕は生地が薄い方が好きなんで
すけど、これ見ると食べたくなりません？
原宿にあるアボカドのお店!!!!
ネギトロとサーモンにしました(^^)
オムライス屋さんのオムライスです！私はデ
ミグラスソース派なのでいろんなお店を回っ
ては吟味してます♪
ガリガリ君の梨味！最近友達に勧められて、
人生初めて食べて、ハマりました
さざえ堂です。わが大正大学にありますが
上りと下りの階段がぶつからないのが不思
議です。
鴨台といえば、秋の銀杏並木!!!!
ベンチに座りながら心地よい風に揺られて見
るこの景色は最高!!!!
すがも鴨台観音堂です！私が入学当初に完成
してから見てると、大正大生や地域の方々か
ら愛されているなと感じます！
テレビでよく紹介されてる鴨台食堂 プリ
ンスホテルが運営なのに、リーズナブルで
とーっても美味しい！
浄土宗の仲間です。日々辛い修行を一緒にし
ています。これからもこの面子で色んな壁を
乗り越えていきたい。
家族や彼女などたくさんの方に感謝しておりま
すが、1番一緒にいる時間の長い剣道部の同期
ですかね。いつも支えられてます！ありがとう。
家族です。いつも私のそばにいて支えてくれ
ているので感謝しています。
迷惑も心配もかけてばかりの娘から…。
いつもありがとう、お母さん！
塚本　尊志
takashi_tsukamoto
海老原　由樹
yoshiki_ebihara
河西　恭兵
kyouhei_kasai
下山　真里奈
marina_shimoyama
仏教学科
仏教学コース 1年
人間環境学科
こどもコミュニティコース 3年
歴史学科
日本史コース 4年
表現文化学科
エンターテインメントビジネスコース 1年
LMC/学スタ/UVERcrew/play the Bass.
子ども関係の勉強していますが、将来は救
急救命士です！ よろしくお願いします！
写真を撮ることが好きです！
人の心に残る1枚を撮れるように日々精進中！
TSU*表現エンビズ1st／ダブルダッチサークル
鴇縄*12th／LMC*ぼーかる
#Ohdai  Instagram  101
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次 回 も お 楽 し み に
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9月21日（水）に「光とことばのフェス
ティバル2016」が開催されました。表現学
部主催で2010年に始まった本フェスティ
バルは今年で7回目。これまでは東日本大
震災の惨禍からの復興に思いを込めて、
和紙と針金による光の造形物を制作して、
夏夜のキャンパスに光を灯してきました。
本年度は、竹材を使用した「竹灯り」に
変更して大幅にリニューアル。5,000基の
竹灯りで東日本大震災、4月の熊本地震の
大正大学では、地域が抱える生活・経
済・産業などの課題を解決へ導くための
教育・研究活動を推進するため、地域構
想研究所の開設（2014年10月）や地域創
生学部の設置（2016年4月）をはじめとし
た施策を実施してきました。これらの取
り組みは、対象の自治体だけではなく産
官学の連携が必要なことから、現在地域
構想研究所を中心にさまざまな団体との
連携体制の構築を進めています。
2015年度から島根大学、新潟産業大学、
静岡産業大学と人材育成に関する連携協
定を結んできましたが、2016年4月に日
本青年会議所と地域創生のための人的
ネットワークの有効活用を進めるための
覚書を締結。6月には和歌山大学と人材育
成および地域社会の発展に関する協定を
結んだほか、日本政策金融公庫 池袋支店
とも地域創生分野における連携協力のた
めの覚書を交わしました。
今後は、産官学の枠をこえた幅広い
ネットワークを活かして、研究成果や地
域創生に関する事例の情報共有、地域社
会に対する研究成果などの情報提供、地
域ビジネスを担う人材育成支援を相互に
協力して進めていきます。
7月8日（金）～9日（土）に、大正大学
の夏の風物詩である「鴨台盆踊り」を開
催しました。このイベントは、戦後から
大正大学を会場として実施されていまし
たが、1970年代に廃止。その後、2011年
に東日本大震災による犠牲者の追悼・被
災地の復興支援を掲げて復活し、今年で
第6回目を迎えました。大正大学で開講
している授業科目「サービスラーニング」
を受講している学生が企画から当日の運
営までを担当し、学生や教職員だけでな
2016年4月に発生した熊本地震の被災
地支援のため、4月22日（金）～5月31日
（火）の期間で募金活動を実施しました。
この活動は、震災直後から始まった学生
有志による自発的な学内での募金活動が
発端。その様子を見た大塚伸夫学長が学
生と教職員の合同による展開を提案し、
実施に至りました。募金は、巣鴨地蔵通り
商店街にある江戸六地蔵尊として有名な
眞性寺の境内を借りて実施。同商店街を
訪れた多くの方々から被災地支援へのご
協力をいただきました。期間中に集まっ
た1,968 ,450円は、熊本県健康福祉政策課
へ寄付しました。
2016年11月に大正大学が創立90周年
を迎えるにあたり、記念ロゴマークが決
定しました。デザインには、「巣鴨の地に
根ざして教育を続ける大正大学」のシン
ボルとして巣鴨地域のランドマークでも
ある「鴨台さざえ堂」を使用。日本の未来
を日の丸に重ね、「90」の「0」を日の丸に
合せることで「日本の未来を支える教育」
を表現しています。
このロゴマークは、2016年度中に発行
される各種広報媒体をはじめ広く使用し
ていく予定で、創立以来、巣鴨の地で教
育活動を続けてきた大正大学が、地域と
共に新しい「スガモ」を創出し、これから
の日本社会を支えていく人材を育成し続
ける決意を発信します。
く、キャンパス周辺の住民も参加できる
地域イベントとして実施しています。
当日は天候にも恵まれ、2日間で3,500
人が来場し、大正大学と地域との強いつ
ながりを感じることができました。また、
今年は熊本地震の被災地支援を目的に、
浴衣姿の来場者1人に対して50円を積み
立てる「浴衣基金」を実施。積み立てた
39 ,400円を熊本県に義援金として送付し
ました。
復興への連帯を表現しました。使用した
竹材は新潟県佐渡島の岩首地区から切り
出したもの。佐渡島では、竹細工の需要
減、海外からの安いタケノコの輸入によ
る影響で竹の伐採量が減り、竹林が荒廃
しています。里山の荒廃は日本の地域が
直面する大きな課題であり、これらの竹
林の間伐材を有効に利用したいとの思い
から、今回の企画へと至りました。
大正大学と佐渡市は、地域課題の解決
に向けた広域地域連携事業で協力体制を
構築しており、2016年4月に新設された地
域創生学部が実施する地域実習も佐渡島
で行われます。
さまざまな「縁」によって開催された「光
とことばのフェスティバル」は、来場者の
心に暖かい光を灯して幕を下ろしました。
地域創生人材の育成を目的とした
連携進む
第6回 鴨台盆踊り を開催
被災地支援のための浴衣基金も
学生、教職員合同による熊本地震被災地支援
募金活動を実施
創立90周年記念ロゴマークが決定
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